





が誕生する。源氏物語の世界においてきわめて重い意味をもつ出来事であるが、世を憚る特異な宿命を負って生まれた皇子に対して、真の両親である二人の主人公はいったいどのような心情を抱くことになるのか。そのことは、源氏がはじめ 皇子と対面した場面の後に交わされ 両者 贈答歌において集約的に表現さ ているのだが、この肝心の贈答歌の解釈には多くの問題があり、とくに藤壺 歌には古注釈以来近年まで諸説が続出して、 まだに議論は揺れ続けている。　
本稿では、二人の贈答歌に新たな解釈を施しながら、皇子をめ















































































































































































































































































































現されていたも が、答歌では源氏 袖に降り注 だものとして表現されていることになる。そ 場合、本来緊密に対応すべき贈歌と答歌の表現の間に明らかな齟齬が生じてしまう。一方、 「袖」の主体を藤壺と 場合、藤壺自身 袖 「露
（涙）
」に濡れる
ということになる。こ 歌では、結句 「やまとなでしこ」 を 「露のゆかりと思ふ」といい、すなわち「やまとなでしこ」を「露につながるもの
（ゆかり）
だと表現している。つまり藤壺の歌は、





















































節引用文Ａ傍線部１「わが御方に臥したまひて、胸のやる方なきほど過ぐして」を承けるものである。源氏は、結局 臥していてもやる方ない思いがする で慰め 西 対
（紫の上の在所）
に渡る
というのであり、二重 「にも」の前後は逆接関係に解するべきであろう。つまり、 「にも」は、助詞「に」が単独で用いられる場合と同様に、 「に」の前後に述べられる文脈に従って結果的に上下句の順逆 接続関係が決まるわけ ある
Ｈ
。したがって、


















ａ～ｅはいずれも花を詠んだ歌であるが、和歌表現史を通して、景物としての花は本来、美しいもの、好ましいものとする認識が大前提としてある。三、四節に考察した引歌や源氏の歌も同様である。また のように、花の美しさは露に濡れ ことでさらに増さるという、源氏 贈歌 通底する発想もある。ただ そ 露によって袖などが濡れ しまうことにもなるが、それを厭わずに美しい花を求めることこそが真の風流心だとす のが、ｂとｃである。またｄとｅ
（女郎花に宇治の姫君を寓意）
では、雨や霧を厭




























































































































る皇子との対面場面における状況と密接に関わる のであり、そこに生じた心情が眼前の季節 景物に託して形象されている。源氏物語では、各巻は柱となる複数の場面を中心に構成 、その各場面に付随して必ずといってもよいほど和歌が詠じられ
Ｌ
。源





















































年、朝日新聞社）→全書、①日本古典文学大系『源氏物語一』 一九五八年、岩波書店）→旧大系、⑩『源氏物語評釈第二巻』 （玉上琢彌、一九六五年、角川書店） →玉上評釈 ⑪日本古典文学全集 『源
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  若宮誕生以後」 （ 『源氏物語の研究（続） 』
一九七三年、 大学堂書店） 、 小町谷照彦 「光源氏の 「すき」 と 「うた」 」（ 『源氏物語の歌ことば表現』一九八四年、東京大学出版会） 、⑥川島絹江「藤壺の和歌─ 』における『伊勢物語 受容の方法─」 （ 『源氏物語の源泉と継承』二〇〇九年、初出 二 笠間書院） 、⑫吉見健夫（旧稿） 「紅葉賀巻の藤壺─贈答歌の解釈から─」 （ 『中古文学論攷』一九九六年一二月 、柏木由夫「 「紅葉賀」の藤壺の和歌「袖ぬるる…」 解釈について」 （ 『王朝女流文学の新展望』 二〇〇三年、 竹林社） 、 徳岡涼 「紅葉賀巻 藤壺詠について」 （ 国語国文学研究』二〇〇三年三月） 、⑦鈴木宏子 藤壺 流儀─「袖ぬるる露のゆかりと思ふにも」─」 （ 『王朝和歌の想像力
  古今集と
源氏物 』 二〇一二年、 笠間書院、 初出二 四 ） 、 ⑧工藤重矩 「紅葉賀巻「袖ぬるる」の和歌解釈─文法と和歌構文─」 （ 『源氏物語婚姻と和歌解釈 二〇〇九年、風間書房、初出二〇〇七年 ⑬山崎和子 「 〈露〉 のゆかり 〈なでしこ〉 の花 （ 『源氏物語における 「壺」の表現 解釈』二〇一二年、風間書房、初出二〇〇八 ） 、上原作和「転移する「主題論」─意味生成のテクスト して 源氏物語』─ （ 『テーマで読む源氏物語１「主題論」 過去と現在』〇〇八年、勉誠出版） 、加藤睦「 『源氏物語』の和歌を読む
　（一） 」




























て） 、身の処しようとてなく、つらい思いはどうしようもないわ。 」と訳し、 「自分にも くある「人忘れ」かと思い、一旦は慰撫するものの、 そのたまの来訪は心待ちされる人だけに、 一層落胆を誘う」（傍線は稿者）とあり、 「と思ふにも」の上下句を逆接関係として解説する。そ 他、紫式部全歌評釈（小町谷照彦、 「国文学
  解釈と教
材の研究」一九八二年一〇月、学燈社） 、紫式部全評釈（南波浩、一九八三年、笠間書院 新日本古典文学大系『千載和歌集』 一九九三年、岩波書店）なども同様である。
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変動期に高まる「国民文学」の希求、さらなる国文学の普及等を経、 『平家物語』を「国民的叙事詩」として読むことがなされるに至った事情が述べられ 。第三章では、大正から昭和の戦下、例えば武士道精神を学ぶものとして等日本人の精神教育のための教材 されてきたことを論じ、それをうけて第四章では、国文学が戦後の復興期にいかにして残り、 『平家物語』 が 「国
民的叙事詩」として再び受容されていったのか、その様子が国文学者たちの動向を辿りつつ語られる。　
時代毎の影響を受ける古典文学の享受の
あり方を改めて認識させられる。　
諸分野に多大な影響を与えた『平家物
語』 。その享受の一側面をつぶさに捉えた一冊である。（二〇一三年七月
　
ＮＨＫ出版
　
Ｂ６判
　
二五三頁
　
本体一〇〇〇円）
  〔篠崎惇子〕
